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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・研修について
法人研修テーマ：「接遇について」
日　時：12月16日（木）・17日（金）　17：30～
場　所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
・防災委員会より

　　2/4(金)13:30～16：00大規模災害想定訓練。防災委員：斎藤、蕨野 必須参加予定

2/18（金）青陽館避難訓練2回目あり。

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
・12月行事について

クリスマス会日程：12/23（木）

　　メニュー案：カレーライス、ケーキ

　　＊調理で忙しくなる為当日までに飾りつけを利用者様と一緒に作成するのはどうか。

　　＊プレゼントをどうするかは今週中に決めましょう！
・12/16以降の年休管理体制の変更について
12/16以降、菅原AOMがOT室業務と青陽館業務を兼務する形となります。今後、年休者が複数名いると補填体制を維持出来なくなるため、通所/OT室/菅原AOM/あおぞらCL慶長さんの4者間で年休および公休を合同で管理していきます。合同管理のエクセルシートはWIZ内「看護課→通所リハ」に入っているので確認お願いします。
＜利用者様情報＞

デイケア
・野口　理恵子様～性別：女性 年齢：40歳 診断名：注意欠陥性多動障害

本日、9時30分～16時まで体験利用を実施。自家用車を運転し来所している。体調を問うと「良いですよ」と穏やかに返答。来所時の検温や下駄箱・ロッカー室の使い方を説明し、理解できている様子。朝のミーティングでは、自身の名前を述べ一礼し自己紹介をしている。利用目的については、見学時と同様に"夫様にうつ症状があり就職活動が上手くいっていないこと""祖父様が要介護5であり、介護が負担であること""上記2点から精神面・経済面への不安が大きく、自身の日中活動の場を作ったり、復職をしたいこと"などを挙げている。以前も経験がある介護の就労がしたいと希望しており、12/2（木）のケア会議で自身に合った就労形態を検討したいと話している（本人様希望としては、障害者雇用で働く）プログラムでは、発達障害・就労支援プログラムに関心を示し参加している。作業療法では、ノートを準備し、就労に向けて自身はどういった点を注意するべきか、苦手な点は何かなどと考えながら記入している。
・寺沢　彩様　～　青明舎　森氏より情報提供あり。11/30　就労先のA型事業所「ソレイユ」にてケア会議実施。今後は月・火・金の午前中が就労、午後がショートケアの利用。水・木はデイケア利用となる。冬期間の通所が困難の為、自宅まで送迎希望があり検討中だが、時間まで待てずにソワソワする事が続いている。森氏より改めて「約束は守るように」助言したとの事。デイケアのプログラム参加状況は悪く、携帯電話を操作している事や他者と雑談している事を本人へ伝えると「今更、あいつ何？」と思われるのではないかと話しており、今後、仕事量が増える見込みがあり体力を使うようになるので、そういった目的を持ち、他者と同じようにプログラムに参加するように助言したとの事。
　　　　　　　　　バス利用中は青明舎利用を火・水・木で14：30の希望。水曜日は
　　　　　　　　　他者送迎が14時10分の都合で青明舎から許可いただいている。
・森木　聡美様　～兄様が熊本県から一時的に実家に帰省するとのことで、デイケア通所が停止になるのかの問い合わせが有り管理者に確認し対応案を本人様に伝えている。接触後2週間を利用停止するか、接触3日後以降に来所前にNEAR法検査を行い陰性を証明してから通所再開するかの2択として提案をすると、最初は2週間の利用停止を選択されていたが、その2週間の期間中に定期診察が被ってしまう事を考えると、やはりＮＥＡＲ検査を行いたいと希望されている。兄様は明日か明後日に帰省予定であり、その接触から3日間が経過し次の来所日に検査を行う予定としている。
ショートケア
・特記無し
デイナイトケア
・特記無し
＜業務検討＞
寺沢　彩様からの送迎希望者があり、検討している。
・掃除の簡略化はできないか。
・青風荘入居者は検温してからの来所である為申し送り時に体温を確認し、青陽館に入る際の検温を簡略化出来ないか。
・モーニングミーティングの前に一便行けないか。

送迎時のルールとして
· 本人の都合で休む際は必ず、青陽館に電話を入れる。

· 他科受診の際は自分で来所する。

· 用事があり、帰る時は自分で帰る。

· 青明舎に寄りたい時は、帰りの送迎は青明舎まで。

· プログラムにはきちんと参加する。

これらを本人へ伝え、青明舎に寄る頻度を検討している。
